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3Dコンテンツ・模型：3Dプリンタ用ファイルの作り方

レンダリング方法をサーフェイスに変えて、出力したいオブジェクト以外のオブジェクトがないか確認します。

１つの３Dデータに複数のオブジェクトが含まれていると、3Dプリンタによってはうまく出力することができません。
また、オブジェクトに空隙があるとサポート材が取り出せなくなり、プリントした物体の見た目を悪くすることがあり
ます。そのような場合は、ボクセル加工や空間分割を行い３Dデータを編集します。
３Dプリンタによっては扱えるポリゴン数に上限があるため、[削減ポリゴン作成] でポリゴン数を削減し、STL形式と
OBJ形式のいずれかの3Dプリンタ用ファイルとして出力します。

余計なオブジェクトを削除する

[メインコントロール] から [ボクセル加工] を開きます。

魚のオブジェクト以外にも、ノイズのようなオブ
ジェクトが多数ある。
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[連続領域への操作] を選択します。

出力したいオブジェクトをクリックして選択します。
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[選択領域以外を削除] を実行します。

出力したいオブジェクト以外のオブジェクトが削除されました。

[ボクセル加工] を閉じます。 
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空隙

空間を分割する

出力したいオブジェクトの断面を表示して、オブジェクトの空隙が外部空間とつながっていないか確認します。

オブジェクトの空隙と外部空間が少しでもつながっていると、空隙が外部空間の一部として検出されてしまい、空
隙を埋める機能が使えません。そこで、空隙が外部空間と接触する部分に仕切りをつくります。

外部空間とつながっている空隙が見受けられる

[メインコントロール] から [物体 / 空間分割] を開き、[外部空間との接触部のみ分割] にチェックを入れて、 [分
割解析] を実行します。
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オブジェクト本体(緑色)と、オブジェクトの空隙と外部空間を仕切る分割部の候補(白色)が表示されました。

[全結果を選択] を実行します。オブジェクトの空隙と外部空間を仕切る分割部の候補のすべてが選択され、黄色
で表示されました。
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[分割をボクセルデータに反映] を実行します。仕切りが生成され、うまく分割できました(矢印)。

反映前

反映後

[物体または空間分割] を閉じます。 
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[メインコントロール] から [ボクセル加工] を開き、 [全体への操作] を選択して [空隙を埋める] を実行します。

空隙が埋まり、黒色で表示されました。

埋められた空隙

空隙を埋める
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[連続領域への操作] を選び、必要な領域をオブジェクト上でクリックし、 [選択領域以外を削除] を実行します。
選択した領域は黄色で表示されます。

再度必要な領域を選択し、[選択領域ポリゴンを複製] を実行すると、 [メインコントロール] に複製したポリゴ
ンデータが表示されます。ここで [ボクセル加工] を閉じます。
このまま３Dプリンタ用のポリゴンデータを出力する場合は、該当するポリゴンデータを選択した状態で [ポリゴ
ン出力] を実行し、出力形式を選択して保存します。
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３Dプリンタによっては扱えるポリゴン数に制限があるため、極端にポリゴン数が多い場合は調整する必要があり
ます。[削減ポリゴン作成] では、ポリゴン数を削減し、結果をファイルとして出力することができます。 

該当するポリゴンデータを選択し、[メインコントロール] から [削減ポリゴン作成] を開きます。
[目標ポリゴン数] に到達するように [削減目標] を定め、[削減] を実行します。

[元データを表示] のチェックを外すと、ポリゴンのみが表示されます。ポリゴン数が初期値の6.60％に減少しま
した。[intersect error] が表示されてしまう場合は、 [交差エラーを訂正(低速)] にチェックを入れて [削減] を実
行します。

削減前

削減後

ポリゴン数を削減する



10

[削減ポリゴンを複製] を実行すると、[メインコントロール] にポリゴン数を削減したポリゴンデータが新たに作
成されます。[削減ポリゴンを複製] を閉じたら、新たに複製したポリゴンを選択した状態で [ポリゴン出力] を実
行し、出力形式を選択して保存します。
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